













































































































































続ける。K 男(5 歳 1 か月)は、両手で手を押さえる。
そして、給食を取りに行くために、子どもたちは静
かに配膳台の前に整列する。すると、K 男の後ろに













き、隣の席に座る K 男（5 歳 1 か月）も手を膝の上
に置く。担任保育士は「あ、いいお口だから、ここ


























められた K 男は、嬉しそうに笑う。 
 エピソード 2 では、保育士が伝える食事規範の「正


























































 K 男（5 歳１か月）は席に着くと、一人で手遊び
（じゃんけんポイポイ）をしている。K 男の斜め前
に座っている R 男（5 歳 10 か月）が K 男を見なが
ら「あいこ、あいこ」とテーブルをグーでどんどん
叩く。K 男はにこにこ笑って R 男を見てから、R 男
の真似をして笑顔で机を叩く。その時には R 男は隣
の席の S 男（5 歳 10 か月）を見ており、K 男に気付
かず、R男はS男とにこにこ笑いながらじゃれ合う。
それを見た K 男は、自分の隣の席に座る T 男（5 歳







 R 子（5 歳 10 か月）が、どこの席でおやつを食べ
ようか迷っている。うろうろしている R 子に気付い
た W 子（5 歳 8 か月）が「R 子ちゃん、ここ」と、
にこにこ笑って自分の隣を指すが、R 子は気付かず、
C 子（4 歳 8 か月）の所へ向かおうとする。それを
見た W 子は「R ちゃん R ちゃん！ここ！！」と語気
を強めて言うが、R 子は気付かない。すると、W 子
は立ち上がって R 子のそばに行き、笑顔で R 子を抱
きしめると「R 子ちゃん、こっち。友達でしょ？」




 今日のおやつには、B 男(4 歳 7 か月)のおじいさん
が作ってくれた爆弾あられが振舞われている。K 男




 2 歳児と 4 歳児の食事場面での席とり行動の観察




































 A 男(6 歳 10 か月)、M 子(6 歳 10 か月)、D 男(6 歳





真似をすると、A 男と D 男は 2 人で声を上げて笑い
合う。D 男は、その真似を 3 回繰り返し、その度に
A 男は面白がって声を上げて笑い、D 男も声を上げ







今度は、D 男、A 男、Y 子の 3 人でにこにこ笑いな
がら、何度も一緒に真似し合う。盛り上がる中で、
A 男が笑顔で D 男の頭を叩き出す。すると、D 男か








D 男が盛り上がり、D 男は向かい側に座る M 子にも
ユーモア行動を示して笑わせる。プロのユーモリス
トは、人を笑わせるためのユーモアの技法（驚き・













ぎ、A 男がツッコミを入れるかのように D 男の頭を
叩くと、D 男からは笑顔が消え、痛そうな表情を示













エピソード 7 は、A 男の D 男に対する行き過ぎた
ツッコミであるが、A 男にとっては D 男と共食を楽
しむ中で生まれている笑いであろう。A 男のツッコ
ミに痛がるD男を見て笑うM子とY子にとっても、
A 男と D 男によって、共食がより楽しい時間となっ


















































































































表 1 食事場面で見られる笑いのパターン 
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